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発
　
行

鳳
仙
婦
人
会
だ
よ
り

鳳
仙
婦
人
会
だ
よ
り

　
道
元
禅
師
の
七
百
五
十

回
大
遠
忌
を
来
年
に
迎
え

て
道
元
禅
師
ご
生
誕
八
百

年
を
去
年
西
暦
二
○
○
○

年
〈
平
成
十
二
年
〉
に
迎
え
、

道
元
禅
師
七
百
五
十
回
忌

の
大
遠
忌
が
来
年
二
○
○

二
年
〈
平
成
十
四
年
〉
に

迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　
曹
洞
宗
で
は
、
五
十
年

に
一
度
こ
の
大
行
事
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
私
達
の

一
生
の
中
で
大
遠
忌
に
め

ぐ
り
あ
え
る
事
は
、
お
そ

ら
く
一
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
記
念
す
べ
き
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
来
年
は
、
永

平
寺
の
大
遠
忌
参
加
の
旅

行
を
五
月
に
企
画
し
て
お

り
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
曹
洞
宗
は
、

禅
の
教
え
を
よ
り
ど
こ
ろ

に
し
た
信
仰
生
活
に
生
き

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
お
釈
迦
様
を

ご
本
尊
と
し
て
あ
お
ぎ
、

大
本
山
永
平
寺
を
お
開
き

に
な
ら
れ
た
道
元
さ
ま
と

大
本
山
総
持
寺
を
お
開
き

に
な
ら
れ
た
螢
山
さ
ま
を

両
祖
と
し
て
敬
い
、
こ
の
「
一

仏
両
祖
」
の
教
え
に
照
ら

さ
れ
た
信
心
の
日
常
を
つ

と
め
る
こ
と
で
す
。

　
禅
の
教
え
は
、
お
釈
迦

様
の
お
悟
り
に
な
ら
れ
た

み
教
え
で
あ
り
、
道
元
様
が
、

鎌
倉
時
代
に
中
国
か
ら
日

本
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
道
元
さ
ま
は
、
一
二
○

○
年
、
京
都
で
お
生
ま
れ

に
な
り
、
十
四
歳
で
比
叡

山
に
上
ら
れ
、
仏
門
に
入

ら
れ
ま
し
た
。

　
二
十
四
歳
の
と
き
、
求

道
の
志
し
を
た
て
、
宋
の

国
〈
中
国
〉
に
わ
た
り
、

生
涯
の
師
と
な
る
如
浄
禅

師
に
め
ぐ
り
あ
い
、
そ
こ
で
、

正
し
い
仏
教
の
教
え
で
あ

る
禅
の
教
え
〈
坐
禅
〉
を

継
承
し
、
二
十
八
歳
で
日

本
に
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
三
十
四
歳
で
、

京
都
近
郊
に
興
聖
寺
を
開
き
、

四
十
四
歳
の
年
に
は
、
越

前
〈
福
井
県
〉
に
永
平
寺

を
建
立
し
ま
し
た
が
、
そ

の
間
、
修
行
に
専
念
さ
れ

な
が
ら
、
「
普
勧
坐
禅
儀
」

「
正
法
眼
蔵
」
な
ど
多
く

の
教
え
を
の
こ
し
、
五
十

四
歳
で
生
涯
を
と
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　
道
元
さ
ま
の
ご
生
涯
は
、

仏
の
教
え
に
し
た
が
い
、
日
々

禅
の
修
行
に
全
身
心
を
つ

く
し
、
お
釈
迦
さ
ま
の
心

に
か
な
う
道
を
ひ
た
す
ら

に
実
践
さ
れ
た
生
き
方
で

し
た
。

Ｈ
　
年
４
月
〜
Ｈ
　
年
３
月

ま
で
の
行
事
計
画

桐
生
市
指
定
史
跡

 

滾
る
湯
釜
か
ら
生
ず
る
松

籟
の
妙
な
る
響
き
こ
そ
、

侘
茶
の
真
髄
で
、
冬
に
温

も
り
盛
夏
に
清
涼
感
を
も

て
な
す
心
象
体
現
の
極
致
は
、

ま
さ
に
茶
禅
一
致
の
理
か
ら
、

曹
洞
宗
管
長
・
永
平
寺
住

職
で
、
百
歳
優
る
宮
崎
奕

保
禅
師
よ
り
、
庵
号
を
「
聴

松
庵
」
と
賜
り
ま
し
た
。

  

桐
生
山
鳳
仙
寺
は
、
松
籟

の
響
き
・
松
風
を
聴
く
た

め
に
開
創
さ
れ
た
と
し
て

も
過
言
で
は
な
い
。

  

桐
生
城
主
・
由
良
成
繁
公

は
自
ら
の
菩
提
寺
と
し
て
、

鳳
仙
寺
を
開
基
し
、
嫡
子

国
繁
公
を
新
田
金
山
城
主
。

次
子
顕
長
公
に
は
、
館
林
・

足
利
両
城
主
に
配
し
て
、

両
毛
地
方
の
扇
の
要
的
桐

生
か
ら
、
託
し
た
子
息
の

治
世
術
を
、
吹
く
風
の
音

で
頼
も
し
く
掌
握
し
た
。

後
年
の
俗
謡
に
も
「
私
し

ゃ
太
田
の
金
山
育
ち
、
他

に
木
は
な
い
松
ば
か
り
」

と
謡
わ
れ
る
程
、
新
田
金

山
城
は
全
山
が
松
山
の
感
で
、

肉
親
の
情
愛
・
我
が
子
を

想
う
親
心
の
と
寺
歴
か
ら
も
、

庵
号
に
最
適
な
命
名
で
仏

縁
の
有
り
難
さ
に
敬
服
し

ま
す
。

  

開
基
・
成
繁
公
こ
そ
、
武

野
紹
鴎
（
千
利
休
の
師
匠
）

か
ら
、
侘
茶
の
奥
義
を
直

接
伝
授
さ
れ
た
上
州
の
正

統
茶
人
の
嚆
矢
で
あ
り
、

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）

桐
生
で
、
茶
湯
釜
「
大
海

優
姥
口
」
を
鋳
さ
せ
、
茶

碗
を
焼
き
、
茶
道
の
風
雅

を
究
め
た
。

    

稀
代
の
戦
国
大
名
も
、

天
正
六
年
没
し
、
離
塵
の

環
境
趣
く
、
茶
趣
茶
境
の

鳳
仙
寺
に
葬
ら
れ
た
。

　
桐
生
城
主
・
二
代
国
繁

公
も
紹
鴎
・
成
繁
公
か
ら

礼
式
直
伝
さ
れ
茶
巧
者
の

誉
れ
は
小
田
原
表
に
も
周

知
さ
れ
た
茶
人
で
、
北
条

氏
政
は
天
正
十
一
年
厩
橋

城
（
前
橋
）
に
茶
室
を
建
て
、

風
雅
な
る
茶
会
を
催
し
、

国
繁
・
顕
長
公
は
、
賓
客

扱
い
で
招
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
茶
会
こ
そ
上
州
（
群

馬
県
）
に
お
け
る
、
最
初

の
茶
会
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
如
く
、
鳳
仙
寺
に
は
、

茶
室
や
茶
会
の
必
然
が
存

在
し
、
寺
歴
の
淵
源
を
熟

考
す
れ
ば
、
茶
道
の
奥
義

を
究
め
る
茶
人
専
有
利
用

に
限
ら
ず
、
願
わ
く
ば
、

多
く
の
壇
信
徒
各
位
が
、

家
族
の
情
愛
と
肉
親
の
絆
。

人
が
ひ
と
と
し
て
最
も
尊

い
「
労
る
心
」
「
思
い
や

る
心
」
「
敬
い
尊
ぶ
心
」

を
語
り
合
い
、
再
確
認
す

る
「
場
」
と
し
て
の
活
用

を
望
み
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
合
　 
掌 

こ
の
文
章
は
檀
家
の
平
塚

貞
作
さ
ん
に
、
ま
と
め
て

頂
き
ま
し
た
。

五
十
年
に
一
度
の
勝
縁

道
元
禅
師
　
回
忌
の
大
遠
忌

750

１３

１４

　
本
堂
裏
手
の
台
地
上
に
、

桐
生
市
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
る
桐
生
領
主
・
由

良
成
繁
公
の
お
墓
が
見
ら

れ
ま
す
。

五
輪
塔
と
呼
ば
れ
る
お
墓

で
「
祖
師
再
来
意
」
「
中

山
宗
得
居
士
」
「
天
正
六

年
（
一
五
七
八
）
戌
寅
六

月
晦
日
」
の
銘
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

五
輪
塔
は
上
部
か
ら
『
空
・

風
・
火
・
水
・
地
』
と
い

う
仏
教
の
五
大
を
表
す
仏

塔
で
す
。

　
成
繁
公
は
、
桐
生
氏
と

の
合
戦
で
勝
利
を
取
め
た

源
年
の
天
正
二
年
（
一
五

七
四
）
に
、
由
良
氏
の
菩

提
寺
と
し
て
桐
生
山
鳳
仙

寺
を
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

で
す
か
ら
私
た
ち
の
菩
提
寺
・

鳳
仙
寺
の
開
基
様
な
の
で
す
。

「
そ
の
（
成
繁
公
の
）
葬

儀
に
は
、
威
儀
を
正
し
た

関
東
各
地
の
大
小
の
武
将
が
、

鳳
仙
寺
境
内
を
埋
め
尽
く

し
た
。
」

と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
の
で
、

成
繁
公
の
示
し
た
武
威
・

信
頼
の
大
き
さ
は
、
大
変

な
も
の
だ

っ
た
よ
う

で
す
。

（
清
水
義

男
・
記
）

一
区
画

永
代
供
養
費

万
円
よ
り

30

万
円
よ
り

13
（
１
坪
・
　 

）
3.3

緑
の
林
に
囲
ま
れ
た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
南
向
き
。
お
車
で
お
参
り
で
き
ま
す
。

一
般
墓
地

一
般
墓
地

永
代
供
養

永
代
供
養

【
御
詠
歌
だ
よ
り
】

　
第
二
、
第
四
木
曜
日

月
二
回
の
お
稽
古
で
す
。

随
時
申
込
み
受
付
ま
す
。

月
　
日

婦
人
会
総
会

4

29
月
　
日

涅
は
ん
会
、住
職
法
話

ね
は
ん
団
子

2

15
月
予
定

納
涼
会
予
定

9
月

有
志
に
よ
る
茶
会

び
ら
き
予
定
。
お
手
伝
い

の
申
込
み
し
て
下
さ
い
。

10
月

本
堂
、守
、暮
れ
の

大
掃
除
奉
仕

12
月

新
年
会

1
月
　
日

座
禅
と
朝
粥
の
会

8

1
月
　
日

鎌
倉
方
面
　
名
参
加

建
長
寺
で
の
法
話
等

6

14

以
上
一
年
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

途
中
か
ら
で
も
結
構
で
す
の
で

お
寺
ま
で
連
絡
下
さ
い
。参
加

自
由
で
す
。



（繰越内訳＝普通預金６，４１５，１２３円・定期預金１，００９，７２１円）

上記の通り、ご報告申し上げます。

平成１２年護持会費

銀行利息入金

合同新年会補助戻

前年度繰越金

２，８３０，９３０

１１，３９９

７，７４１

合　　計 ９，５１３，５３５

６，６６３，４６５

下水道保守管理費

銀行手数料

修理費（畳修理）

本山宗費

５１，５５０

６３０

１６８，８６１

工事費（敷設代金） ９２０，０００

慶弔費（花輪代） ４，２００

合同新年会・補助金 １０，０００

（支出合計） （２，０８８，６９１）

次年度繰越金 ７，４２４，８４４

合　　計 ９，５１３，５３５

８８６，７６０

火災保険料 ４６，６９０
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寺
報
を
利
用
し
て
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
護
持
会
費
（
鳳
仙
寺
檀
家
の
会
費
）

は
年
額
、
一
口
三
、〇
〇
〇
円
と
な
っ
て

お
り
、
院
号
戒
名
の
付
い
て
い
る
家
は
、

一
口
以
上
の
お
願
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
十
三
年
度
の
護
持
会
費
は
、
四
月
か
ら

八
月
の
お
盆
ま
で
の
間
に
役
員
さ
ん
に
願

い
し
、
市
外
の
方
は
郵
便
振
替
に
て
集
め

て
お
り
ま
す
。

未
だ
の
方
は
お
盆
期
間
中
に
本
堂
で
受
付

て
お
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
墓
地
掃
除
代
も
集
金
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 鳳

仙
寺
護
持
会

鳳
仙
寺
護
持
会

収入の部

〔平成１２年度・鳳仙寺護持会・会計報告書〕
平成１2年４月１日ー平成１3年３月３１日

平成１３年４月２９日 鳳仙寺護持会　総代　下山　晴夫
会計　池田伊佐男

支出の部

　
お
寺
か
ら
、
寺
報
に
書
く

の
は
、
か
き
づ
ら
い
の
で
す

が
、
良
く
聞
か
れ
る
事
な
の

で
率
直
に
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
護
持
会
費

（
鳳
仙
寺
の
会
費
）
　

　
鳳
仙
寺
の
檀
家
の
会
で
、

総
代
さ
ん
世
話
人
さ
ん

が
役
員
を
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
、
護
持
会
会
計

さ
ん
が
管
理
し
ま
す
。

年
額

一
口
　
三
、〇
〇
〇
円
で
す
。

◎
墓
地
掃
除
料

　
境
内
墓
地
、
鳳
仙
寺

の
新
墓
地
、
入
口
の
墓
地
、

本
堂
裏
の
墓
地
の
方
々

の
み
掃
除
料
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
年
間
に
３

回
掃
除
を
し
て

年
額
　
三
、〇
〇
〇
円
で
す
。

（
注
）
堤
の
東
山
墓
地
、

岩
崎
観
音
堂
墓
地
個
人

墓
地
な
ど
は
、
直
接
そ

の
管
理
者
に
お
払
い
下

さ
い
。

◎
付
け
届
け
　
お
盆
、

お
彼
岸
、
お
正
月
や
そ

の
他
の
時
に
寺
参
り
を

し
な
が
ら
仏
様
に
上
げ

る
布
施
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

◎
お
施
食
会

（
先
祖
の
供
養
）
　
　

　
各
家
の
先
祖
供
養
法

要
を
毎
年
四
月
二
十
九

日
に
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

古
い
先
祖
は
中
々
供
養

出
来
な
い
の
で
当
日
市

内
の
お
寺
さ
ん
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
き
、
大
供

養
を
行
い
ま
す
。
　
　

供
養
料
　
三
、〇
〇
〇
円
「
お

塔
婆
代
、
記
念
品
」

◎
三
尺
坊
お
祭
り

「
鳳
仙
寺
秋
祭
り
」
　
（
火

伏
せ
の
仏
様
）

　
毎
年
十
月
十
六
日
に

お
祭
り
を
し
て
い
ま
す
。

心
の
火
／
身
に
か
か
る

火
／
火
災
や
災
難
を
防

ぐ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
電
話
で
の
申
込
み
も

受
け
て
お
り
ま
す
。

お
札
　
　
二
、〇
〇
〇
円

◎
厄
除
け

　
毎
年
正
月
に
は
、
厄

除
け
を
受
付
て
お
り
ま
す
。

お
電
話
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

お
札
を
お
送
り
す
る
事

も
で
き
ま
す
。

団体参拝団体参拝
　
恒
例
の
信
仰
と
親
睦
の
教

区
団
体
の
旅
を
御
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
大
本
山
總
持
寺
・

小
田
原
大
雄
山
最
乗
寺
と
静

岡
県
西
伊
豆
堂
ヶ
島
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
銀
水
に
宿
泊
し
ま
す

１
泊
２
日
の
大
本
山
研
修
参

拝
旅
行
を
企
画
い
た
し
ま
し

た
。
訪
れ
る
人
を
暖
か
く
歓

迎
し
て
く
れ
る
花
と
潮
騒
の

郷
西
伊
豆
堂
ヶ
島
温
泉
郷

は
、
温
暖
な
自
然
と
歴
史
が

育
ん
だ
見
ど
こ
ろ
た
く
さ
ん

で
す
。

皆
様
お
誘
い
合
せ
て
ご
参
加

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

＊
大
本
山
總
持
寺
・
大
雄
山

最
乗
寺
に
て
ご
法
話
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◆
と
き

平
成
十
三
年
十
月
十
一
日
水

曜
日
〜
十
月
十
二
日
金
曜
日

一
泊
二
日

◆
旅
行
代
金

三
二
、〇
〇
〇
円
（
バ
ス
・

宿
泊
・
見
学
・
保
険
・
昼
食
・

有
料
道
路
・
駐
車
料
・
宴
会

費
・
添
乗
費
等
）
朝
食
２
・

昼
食
２
・
夕
食
１

◆
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

ま
す
の
で
お
早
く
お
申
込
下

さ
い
。
定
員
百
六
十
名
様
『
羽

田
空
港
よ
り
桐
生
着
ま
で
貸

切
り
バ
ス
で
す
、
な
る
べ
く

お
宅
近
く
ま
で
お
送
り
し
ま

す
』

来
年
は
、
二
○
○
二
年
（
平

成
十
四
年
）
高
祖
道
元
禅
師

七
百
五
十
回
大
遠
忌
。

平
成
十
四
年
五
月
中
旬
、
二

泊
三
日
〔
大
本
山
永
平
寺
〕

に
て
団
体
参
拝
旅
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

鳳
仙
寺
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。

鳳
仙
寺
由
緒
略
歴
（
鳳
仙
寺

の
略
歴
）
（
鳳
仙
寺
指
定
文

化
財
）
な
ど
ご
紹
介
し
て
あ

り
ま
す
。

平
成
十
三
年

年
回
表

一
周
忌

平
成
十
二
年

三
回
忌

平
成
十
一
年

七
回
忌

平
成
七
年

十
三
回
忌

昭
和
六
十
四

十
七
回
忌

昭
和
六
十
年

二
十
三
回

昭
和
五
十
四

二
十
七
回

昭
和
五
十
年

三
十
三
回

昭
和
四
十
四

三
十
七
回

昭
和
四
十
年

五
十
回
忌

昭
和
二
十
七

百
回
忌

明
治
三
十
五

10月11日（木）友引

桐生＝佐野＝都内＝

大本山總持寺＝横浜町田I.C

＝東名HW＝沼津I.C＝修善寺

＝堂ケ島

10月12日（金）

ホテル＝いずからや＝大仁＝

亀石峠＝熱海＝小田原大雄山最乗寺

＝大井松田＝東名HW＝都内＝

佐野＝桐生

6：00

9：00 （お買物）

9：20～12：00（参拝・昼食）

9：20～12：00（参拝・昼食）

曹洞宗群馬県第八教区主催

平成13年度


